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講演者等が考案したピンホール型ガンマカメラを用いた Cs-137放射能測定法を福島第一原子力発電所 2号

機オペレーションフロアに適用し、壁・床面の Cs-137汚染密度を測定した結果を、東京電力から公表されて

いるスミア測定による汚染密度データと比較検討して報告する。 
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1. 緒言 

福島第 1 原子力発電所 2 号機では、使用済み核燃料の取り出しに向けて、オペレーションフロアの状況把

握の取り組みが行われている。オペレーションフロアの床や壁の Cs-137 汚染密度をピンホール型ガンマカメ

ラで遠隔測定した。 

2. ガンマカメラによる Cs-137汚染密度の測定 

2-1. 汚染密度の測定方法 

講演者等が考案した「ピンホール型ガンマカメラの“Cs-137 全エネルギー吸収ピーク計数率”及び測定点

までの距離を用いて Cs-137 放射能量を推定する方法 1)」を適用した。 

2-2. 測定 

オペレーションフロア内部は周辺線量当量率が高いので、西側構台部内に設けられた建屋外壁の開口部及

び開口部端面から 10 m 西側の前室中央部にガンマカメラを設置して測定を実施した。得られた 16 x 16 の各

ピクセルの「Cs-137 全エネルギー吸収ピーク計数率」、「各ピクセルの検出効率と実効コリメータ半径の位置

による違い」による補正係数と実効距離を用いて、各ピクセルに対応する領域の Cs-137 放射能量を求めた。 

2-3. 測定結果 

ガンマカメラの位置が床面から 70 ㎝という低い位置にあり、遠方を斜視する床面は、1 ピクセルに対応す

る領域が広くなって実効的な距離の算定が難しいものの、開口部近辺の汚染密度は、0.2 – 0.3 MBq/cm2で、東

京電力がロボットを使って実施したスミアによるデータとほぼ対応した値であった。一方、東側立面壁の Cs-

137 の汚染密度は、1 MBq/cm2前後で床面よりも高い値が得られ、スミアによるデータと異なる結果が得られ

た。スミア測定は、遊離性の汚染を対象にしたものであり、ふき取り効率による不確定性を含んでいること

を考慮する必要がある。 

3. 結論 

今後の線量低減策検討で重要となる床・壁に付着している Cs-137 の汚染密度を得ることが出来た。 
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